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解答集

本体から外してお使いください

日本文教版
数学 3年 定期テスト　ズバリよくでる

本文 p.3-4

1章 式の展開と因数分解

1節 式の展開 　 2節 因数分解 　

p.3-5 STEP 2

⑴8x2-12x ⑵-10a2-8ab

⑶2y+4 ⑷15x-10y

分配法則を使って計算します。

⑵-2a(5a+4b)

=-2a*5a+(-2a)*4b=-10a2-8ab

⑷

⑴xy-2x+4y-8 ⑵7a2-27ab-4b2

⑶3a2-5ab-4a+10b-4

⑷x2-3x-18 ⑸y2-8y+12

⑹x2-
1
7

x-
12
49

式の展開は，

(a+b)(c+d)=ac+ad+bc+bd

4つの乗法公式もすべてこれがもとになります。

⑷(x+3)(x-6) =x2+(3-6)x+3*(-6) 

=x2-3x-18

⑹

⑴x2+8x+16 ⑵y2+18y+81

⑶a2-a+
1
4

 ⑷x2-14x+49

⑸x2-64 ⑹y2-
25
36

⑴(x+4)2 =x2+2*4*x+42 

=x2+8x+16

⑸(x-8)(x+8) =x2-82 

=x2-64
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⑴4x2-2x-12 ⑵9x2+48x+64

⑶4x2-4xy+y2 ⑷25-4a2

⑸2x2+9x+5 ⑹-5a2-12a+25

⑺3x-6

⑻x2+2xy+y2-2x-2y-15

⑼x2-2xy+y2+10x-10y+25

⑽a2+12a+36-b2

⑴(2x+3)(2x-4)

=(2x)2+(3-4)*2x+(-12)

=4x2-2x-12

⑵(3x+8)2 =(3x)2+2*8*3x+82 

=9x2+48x+64

⑷(5-2a)(5+2a) =52-(2a)2 

=25-4a2

⑸乗法公式1，2を利用します。
(x+3)2+(x-1)(x+4)

=x2+2*3*x+32+x2+(-1+4)x+(-4)

=x2+6x+9+x2+3x-4

=2x2+9x+5

⑻x+y=Mとすると，

(M+3)(M-5)

=M2-2M-15

=(x+y)2-2(x+y)-15

=x2+2xy+y2-2x-2y-15

⑼x-yを Mとすると，

(M+5)2

=M2+10M+25

=(x-y)2+10(x-y)+25

=x2-2xy+y2+10x-10y+25

⑽(a-b+6)(a+b+6)

=(a+6-b)(a+6+b)

a+6を Mとすると，

　(M-b)(M+b)

=M2-b2

=(a+6)2-b2

=a2+12a+36-b2

4

Mを x+yにもどす

Mを x-yにもどす

Mを a+6にもどす
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本文 p.4-5

⑴a(b+4c) ⑵3xy(3x+4)

⑶4x(x+2y-4) ⑷2ab(3a-4b+7)

各項に共通な因数をくくり出します。

⑴ab+4ac

=a*b+a*4 c=a(b+4 c)

⑶4x2+8xy-16x

=4x*x+4x*2y-4x*4

=4x(x+2y-4)

⑷6a2b-8ab2+14ab

=2ab*3a-2ab*4b+2ab*7

=2ab(3a-4b+7)

⑴(x+3)(x+5) ⑵(a-4)(a-8)

⑶(x+4)(x-7) ⑷(y-8)(y+9)

先に，積が定数項になる2数を見つけます。

⑴積が 15，和が 8 となる 2数は，3 と 5 だから，

x2+8x+15=(x+3)(x+5)

⑷積が-72，和が 1になる 2数は，-8と 9だから，

y2+y-72=(y-8)(y+9)

⑴(x+7)2 ⑵(x+12)2 ⑶(a-1)2

⑷dx-
1
2
n
2
 ⑸(x+3)(x-3)

⑹(y+6)(y-6) ⑺(9+x)(9-x)

⑻(a+20)(a-20)

⑵x2+24x+144

=x2+2*12*x+122

=(x+12)2

⑷

⑸x2-9=x2-32

=(x+3)(x-3)

⑴(3x+1)2 ⑵(x-3y)2

⑶(9a+4)(9a-4) ⑷(5a+9b)(5a-9b)

⑸4(x+2)(x-5) ⑹7(a-2)2

⑺(x+3)2 ⑻(x+4)(x-6)

⑼(a+b+10)(a+b-10)

⑽(x-2)(y-5)
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⑴9x2+6x+1

=(3x)2+2*1*3x+12=(3x+1)2

⑶81a2-16

=(9a)2-42=(9a+4)(9a-4)

⑸，⑹まず，各項に共通な因数をくくり出してから，

公式にあてはめて因数分解します。

⑸4x2-12x-40

=4(x2-3x-10)=4(x+2)(x-5)

⑹7a2-28a+28

=7(a2-4a+4)=7(a-2)2

⑺x-5を Mとすると，

(x-5)2+16(x-5)+64

=M2+16M+64

=(M+8)2

=(x-5+8)2

=(x+3)2

⑻x+1を Mとすると，

(x+1)2-4(x+1)-21

=M2-4M-21

=(M+3)(M-7)

=(x+1+3)(x+1-7)

=(x+4)(x-6)

⑼a+bを Mとすると，

(a+b)2-100

=M2-100

=(M+10)(M-10)

=(a+b+10)(a+b-10)

⑽xy-5x-2y+10

=x(y-5)-2(y-5)

y-5を Mとすると，

xM-2M

=M(x-2)

=(x-2)(y-5)

また， xy-5x-2y+10 

=y(x-2)-5(x-2)

　　　　x-2を Mとすると，

　　　 　yM-5M 

=M(y-5) 

=(x-2)(y-5)

と因数分解することもできます。

Mを x-5にもどす

Mを x+1にもどす

Mを a+bにもどす

Mを y-5にもどす
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本文 p.7

⑴S=32+4E

⑵道の面積 Sは，次のような計算で求められる。
S =ax*4+Ea2 

=4ax+Ea2　………1

また，道の真ん中を通る線の長さ lは，

l=x*4+2E*
1
2

a

 =4x+Ea

よって，al =a(4x+Ea) 

=4ax+Ea2　………2

1，2より，S=al

⑴S=2*4*4+E*22=32+4E

⑵道の真ん中を通る線の長さ lは，池の周の長さと，

半径 a
2
1 の円の周の和になります。

33節 文字式の活用

p.7 STEP 2

⑴6399 ⑵2401 ⑶420 ⑷147

⑵492=(50-1)2

=502-2*1*50+12=2401

⑷742-732=(74+73)*(74-73)

=147*1=147

（例）真ん中の数を nとすると，残りの 2数は
n-1，n+1と表される。
真ん中の数を 2乗して 1をひくと，

n2-1=(n+1)(n-1)

したがって，連続する 3つの自然数の真ん中の
数を 2乗して 1 をひくと，残りの 2数の積に
等しくなる。

いちばん小さい数を nとすることもでき

ます。いちばん小さい数を nとすると，連続する 3

つの自然数は，n，n+1，n+2 と表されます。真

ん中の数を 2乗して 1をひくと，

(n+1)2-1=n2+2n+1-1

=n2+2n

=n(n+2)

したがって，連続する 3つの自然数の真ん中の数を

2乗して 1をひくと，残りの 2数の積に等しくなり

ます。

また，いちばん大きい数を nとすることもできます。

連続する 3つの自然数は，n-2，n-1，nと表され，

(n-1)2-1=n2-2n+1-1

=n2-2n

=n(n-2)

より，これは残りの 2数の積に等しくなります。

1

2
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本文 p.8-9

p.8-9 STEP 3

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ ⑻

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ ⑻

⑴ ⑵

⑶ ⑷

（証明）

（例）nを整数とする。連続する 2つの偶数のう
ち，小さい方を 2n とすると，大きい方は
2n+2と表される。
2n(2n+2)+1=4n2+4n+1=(2n+1)2
2n+1は奇数だから，連続する 2つの偶数の積
に 1をたすと奇数の 2乗になる。

⑴分配法則を使います。

⑶～⑺乗法公式を使います。

⑻2x+yを Mとすると，

(2x+y+5)(2x+y-6)

=(M+5)(M-6)

=M2-M-30

=(2x+y)2-(2x+y)-30

=4x2+4xy+y2-2x-y-30

⑴共通な因数をくくり出します。

⑵～⑹因数分解の公式を使います。

⑸9x2+12xy+4y2

=(3x)2+2*2y*3x+(2y)2

=(3x+2y)2

⑹36x2-1 =(6x)2-12 

=(6x+1)(6x-1)

⑺まず共通な因数をくくり出してから，因数分解

の公式を使います。

1 3x2-3xy -3a-4b

x2+3xy-4y2 x2+4x-21

x2-18x+81 x2-64

25a2+20ab+4b2 4x2+4xy+y2-2x-y-30

2 3ax(a-3x) (x-4)(x+5)

(x+2)(x+9) (x-5)2

(3x+2y)2 (6x+1)(6x-1)

a(x-4)(x+10) (x+5)(x-4)

3 324 4896

85 17.8

4

1

Mを 2x+yに
もどす

2

⑻x+2を Mとすると，

(x+2)2-3(x+2)-18

=M2-3M-18

=(M+3)(M-6)

=(x+2+3)(x+2-6)

=(x+5)(x-4)

⑴18=20-2とします。

(20-2)2 =202-2*2*20+22 

=400-80+4 

=324

⑵68=70-2，72=70+2とします。

(70-2)*(70+2) =702-22 

=4900-4 

=4896

⑶⑷x2-a2=(x+a)(x-a)を使います。

⑶432-422 =(43+42)*(43-42) 

=85*1 

=85

⑷9.42-8.42 =(9.4+8.4)*(9.4-8.4) 

=17.8*1 

=17.8

2と 4，8と 10のように，連続する 2つの偶数で

は，大きい方の偶数は小さい方の偶数に 2をたし

たものになります。

Mを x+2にもどす

3

4
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本文 p.11-12

2章 平方根

1節 平方根

p.11-12 STEP 2

⑴10 cm2 ⑵ 10 cm ⑶ 1

⑴4*4-
1
2

*1*3*4=16-6=10(cm2)

⑵ 1辺の長さを x cmとすると，x2=10　

x 10=

⑶32=9，42=16で，9<10<16だから 3<x<4

また，3.12=9.61，3.22=10.24だから 3.1<x<3.2

よって，1辺の長さの小数第 1位は 1

⑴@3 ⑵@ 13  ⑶@
5
9

 ⑷-8

平方根は正の数と負の数の 2つあります。

⑶
81
25

9
5

9
5

9
5

2

2 2

! ! ! != = =d n

⑷64 の平方根は@8 ですが，負の方とあるので，

-8

⑴12 ⑵-9 ⑶3

⑷11 ⑸13 ⑹-6

a>0のとき， a a a a2 2， ，= - =] g

a a a a
2 2，- = - =-] g となります。

⑴ 144 12 122= =

⑵ 81 9 92- =- =-

⑶ 3 は 3の平方根だから，2乗すると 3

⑷ 11- は 11の平方根の負の方だから，2乗する

と 11

⑹ 6 36 662 2- - =- =- =-] g

⑴ 10 < 13  ⑵6> 35

⑶-9<- 80  ⑷-3>- 9.4

2乗して比べます。

⑴10<13だから， 10 13<

⑵62=36， 35 35
2
=] g だから， 36 35>

すなわち，6 35>

⑶(-9)2=81， 80 80
2

- =] g だから， 81 80>

すなわち，9 80> 　したがって， 9 80<- -

⑷(-3)2=9， . .9 4 9 4
2

- =] g だから， .9 9 4< 　

すなわち， .3 9 4< 　したがって， .3 9 4>- -

1

2

3

4

⑴ 6 ， 7 ， 8  ⑵ 19， 24

⑶10，11，12，13，14，15

⑷12個

⑴( 3 )2=3，( 6 )2=6，( 7 )2=7，

( 8 )2=8，22=4，32=9だから，

2と 3の間にあるものは 6 7 8，，

⑵4 16 5 25，= = だから，

4と 5の間にあるものは 19 24，

⑶ x3 4< < より， x9 16< <

したがって，xにあてはまる整数は，

10，11，12，13，14，15

⑷ x6 7< < より， x36 49< <

したがって，xにあてはまる整数は，

37，38，39，40，41，42，43，44，45，46，47，48

だから，12個です。

A - 15  B - 8  C 
1
2

D 3

16 15 9

4 15 3

< <

< <

- - -

- - -

より，

9 8 4

3 8 2

< <

< <

- - -

- - -

より，

0
2
1
1< < より，

　0
2
1
1< <

また，1 3 4 2< < =] g

⑴10，-7， 3
8
，-0.2

⑵ 100，- 49

⑶ 10，3+ 2

⑴根号を使わないで表せるものは，

.100 49
64
9

0 04， ，，- - で，それぞれ，

.10 7
8
3

0 2， ， ，- - になります。

⑵⑴で選んだもののうち，整数であるものは 100

と 49- になります。

⑶ 2 3 5， ， のように分数の形で表すことが

できないものを無理数といいます。

5

6

7
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本文 p.14-15

2節 根号をふくむ式の計算

p.14-15 STEP 2

⑴ 10  ⑵ 30  ⑶ 21

⑷ 3  ⑸ 7  ⑹ 11

⑷
5

15
5
15

3= =

⑹ 33 3
3

33
3
33

11' = = =

⑴ 12  ⑵ 54  ⑶ 125

⑷ 108  ⑸10 3  ⑹7 5

⑺ 11
8

 ⑻ 7
100

⑷6 3 36 3 36 3 108# #= = =

⑹

⑻

⑴-16 3  ⑵6 35  ⑶12

⑷-2 3  ⑸4 10  ⑹2 5

根号をふくむ式の計算では，根号の中を

できるだけ小さい自然数にします。

除法は，逆数をかけると考えてもよいです。

⑴

⑶

⑷ 72 6
6
72

12 2 3'- =- =- =-] g

⑹

⑴ 2 6
3

 ⑵ 15
12

 ⑶ 6
3

⑴
6

4

6 6

4 6
6
4 6

3
2 6

#

#
= = =

⑶
18

2 3

3 2

2 3

3 2 2

2 3 2
6
2 6

3
6

#

#
= = = =

1

2

245 49 5

7 5 7 5 7 52 2

#

# #

=

= = =

.0 0007
10000
7

10000

7

100

7
100
7

2

=

= = =

3

4 2 24 4 2 24

4 4 3 4 4 3 16 32

# # #

# # # #

- =-

=- =- =-

2 3 2 3 2 3

2 2 3 3 4 3 12

2
#

# # # #

- = - -

= = =

] ] ]g g g

15 6 8
6

15 2 2

6

2 30
2

6
30

2 5

' #
#

#

=

= = =

4

⑴3 6  ⑵-3 3 -7 2

⑶-2 6 +5 7  ⑷4 3

⑴

⑵

⑷

⑴3 6 -6 2  ⑵2 6 -3

⑶-8-2 7  ⑷6-2 5

⑸ 4 ⑹ 13 5
5

⑵

⑸

⑹

　

3

12 2 2 3 2 3 2 32# # #= = =

a2 3 # の値ができるだけ小さい自然数になる

のは，a=3のときです。

⑴ 3 ⑵

 

⑶ 2 倍

⑴x2+10x+25=(x+5)2

x 3 5= - を代入すると，

3 5 5 3 3
2 2

- + = =] ]g g

⑵ . .600 10 6 10 2 449 24 49#= = =

.
.

.0 006
10000
60

100
60

100
7 746

0 07746= = = =

⑶ 80 40 2' = （倍）

⑴(2.11*102)秒 ⑵(1.24*103) cm2

⑶(1.27*107) m

有効数字 3けたなので，位の大きい方から

3つ目までの数を整数部分が 1けたの小数で表します。

5

2 6 3 6 4 6

2 3 4 6 3 6

- +

= - + =] g

2 3 7 2 5 3 2 3 5 3 7 2

2 5 3 7 2 3 3 7 2

- - = - -

= - - =- -] g

75 27 12 5 3 3 3 2 3

5 3 2 3 4 3

- + = - +

= - + =] g

6

2 18 27 3

2 6 9 2 6 3

'-

= - = -

] g

6 2 6 2

6 2 6 2 4
2 2

+ -

= - = - =

]

] ]

]

g

g

g

g

20
5

3

2 5
5
3 5

5
10 5

5
3 5

5
13 5

+

= + = + =

7

8 600の近似値…24.49

0.006の近似値…0.07746

9
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本文 p.16-17

p.16-17 STEP 3

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸ ⑹

⑴ ⑵

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ ⑻

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺

⑴ ⑵

⑴ ⑵

⑶

⑴平方根には正の数と負の数の 2つあります。

⑶ . . .0 25 0 5 0 52= =] g

⑷ 3 32- =- 　負の符号はそのままつきます。

⑸ 5 5 5 5
2

#- = - - =] ] ]g g g

それぞれの数を 2乗して比べます。

⑴72=49， 4 5 80
2
=] g

49<80より， <7 4 5

⑵負の数は，絶対値が大きい方が小さくなります。

㋐ 8 2 2=  ㋑
16
9

4
3

=

㋒ . .0 04 0 2- =-

㋓Eは無理数

㋔
5
1

5

1
5
5

= =

⑴ 18 20 3 2 2 5 6 10# #= =

または，先に根号の中を計算してもかまいません。

18 20 18 20 360 6 10# #= = =

⑵ 12 3
3
12

4 2' = = =

⑷ 27 6 10
6

27 10
45 3 5' #

#
= = =

⑹ 2 18 2 3 2 4 2+ = + =

⑺

1 @ 2
7 - 13 0.5

-3 5 0.1

2 7<4 5 - 10 >- 11

3 ㋐，㋓，㋔
4 6 10 2

24 3 3 5

3 3 4 2

-2 5 4 2

5 6-2 6 -4 2 +2

-2-3 2 16+6 7

10-4 6 4

16 5

6 4 2 3 7

7 4，5，6，7 5

2 5 cm

1

2

3

4

20 45 5 2 5 3 5 5

2 5

- - = - -

=-

⑻

⑴

⑵(8 6 - 48 )/(-2 3 )

=(8 6 -4 3 )/(-2 3 )

=-
8 6

2 3
+

4 3

2 3
=-4 2 +2

⑶

⑹

⑺

⑴

⑵

⑴12 から 50 までの数の中で，a2の数を見つけ

ると，16，25，36，49だから，aは 4，5，6，7

または， 3 12 4< <2 2， 7 50 8< <2 2

だから，aは，4，5，6，7と考えることもできま

す。

⑵ 405 = 92*5 =9 5

9 5 * a の値ができるだけ小さい自然数にな

るのは，a=5のときです。

⑶長方形の面積は，4*5=20（cm2）

正方形の面積は，20 cm2 だから，1辺の長さは

20 cm

したがって，2 5 cm

8 3 2 50 2 2 3 2 5 2

4 2

- + = - +

=

5 2 18 12 2 3 2 2 3

6 2 6

- = -

= -

] ]g g

2 1 2 4

2 1 4 2 1 4

2 3 2 4 2 3 2

2
# #

+ -

= + - + -

= - - =- -

]

] ]

]

]g

g

g

g

g

11 7 11 7

11 7 11 7 4
2 2

+ -

= - = - =]

]

]

]

g

g

g

g

5 4 5 4

5 4 5 4 5 4 5 4

2 5 8 16 5

2 2

#

#

+ - -

= + + - + - -

= =

]

] ]

]

] ]

g

g g

g

g g" ", ,

6 2
2

6
2

2
6 2

2 3 2

4 2

+ = + = +

=

7

21
2
28

3

21

7
21 7

2
2 7

3 7 7 7 3 7

- +

= - +

= - + =

3
21

7
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本文 p.19-20

3章 2次方程式

1節 2次方程式 　 2節 2次方程式の活用

p.19-21 STEP 2

1，3

式を整理したとき，左辺が x の 2次式

になるものが，2次方程式になります。

3x(x-6)=7

x2-6x-7=0… 2次方程式

4x2+8x=(x+2)2

x2+8x=x2+4x+4

4x-4=0… 1次方程式

3

x=-2を代入して，等式が成り立つか

を調べます。

1左辺=(-2)2=4

　右辺=2*(-2)=-4　*

2左辺=(-2)2-2=2　*

3左辺=(-2)2+4*(-2)+4=0　○

4左辺=-(-2)2+4*(-2)=-12　*

⑴x=-3，x=8 ⑵x=0，x=5

⑶x=0，x=7 ⑷x=0，x=
2
3

⑸x=-1，x=-3 ⑹x=-4，x=12

⑺y=-7，y=10 ⑻x=-3，x=3

⑼x=-4 ⑽x=3

A*B=0ならば，A=0または B=0で

あることを利用します。

⑴x+3=0または x-8=0

したがって，x=-3，x=8

⑵x=0または x-5=0

したがって，x=0，x=5

⑷6x-9x2=0　3x(2-3x)=0

したがって，x=0，x=
2
3

⑸x2+4x+3=0　(x+1)(x+3)=0

したがって，x=-1，x=-3

⑻x2-9=0　(x+3)(x-3)=0

したがって，x=-3，x=3

1

2

3

⑼x2+8x+16=0　(x+4)2=0

したがって，x=-4

⑽2x2=12x-18　2x2-12x+18=0

両辺を 2でわって，x2-6x+9=0　(x-3)2=0

したがって，x=3

⑴x=@ 6  ⑵x=@ 7

⑶x=4@ 5  ⑷x=-3@2 2

⑶x-4=Mとすると，M2=5　

M 5!= 　x 4 5!- = 　x 4 5!=

⑴x=-1@ 5  ⑵x=5，x=-1

⑶x=3@ 6  ⑷x=-5@ 41

⑴

⑵x2-4x+22=5+22

 (x-2)2=9

 x-2=@3

 x=2@3

 x=5，x=-1

⑶

⑴x=
3@ 17

2
 ⑵x=

7@ 33
2

⑶x=
-7@ 37

6
 ⑷x=

3
2
，x=-2

⑸x=
4
5
，x=-1 ⑹x=

5
3

⑷解の公式に，a=2，b=1，c=-6 を

代入します。

　

4

5

x x

x

x

x

2 1 4 1

1 5

1 5

1 5

2 2 2

2

!

!

+ + = +

+ =

+ =

=-

] g

x x

x x

x

x

x

6 3

6 3 3 3

3 6

3 6

3 6

2

2 2 2

2

!

!

- =-

- + =- +

- =

- =

=

] g

6

@

@

@

x

x x

2 2
1 1 4 2 6

4
1 49

4
1 7

4
1 7

4
6

2
3

4
1 7

2

2

，

#
# #

=
- - -

=
-

=
-

=
- +

= = =
- -

=-

] g
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本文 p.20-21

1 m

右の図の

ように，道を移動します。

道幅を x mとすると，

残りの土地の縦の長

さは，(16-x) m，横の長さは，(24-x) mと表されます。

この土地の面積は，

(16-x)(24-x)=345

 384-40x+x2=345

 x2-40x+39=0

 (x-1)(x-39)=0　x=1，x=39

道幅は 16 mよりせまいから，0<x<16

したがって，x=39は問題にあいません。x=1は

問題にあいます。

2 cm，6 cm

AP を x cm

とすると，AQは，

(8-x) cmと表されます。

RAPQの面積は，

0<x<8 だから，x=2 と x=6 はどちらも問題に

あいます。

32 cm

右の図のように，

直方体の底面の正方形の 1辺

を x cmとします。

直方体の容積は，

x*x*6=2400

 x2=400　x=@20

x>0だから，x=-20は問題にあいません。

x=20は問題にあいます。

したがって，厚紙の 1辺の長さは，

20+6+6=32（cm）

10

(24-x)m

(16-x)m

x m

x m

11

8 cm

x cm

A D

B C

P

Q
(8-x)cm

xcm

x x

x x

x x

x x

x x

x x

2
1
8 6

8 12

8 12

8 12 0

2 6 0

2 6

2

2

，

- =

- =

- =

- + =

- - =

= =

] ]

]

]

g

g

g

g

12

6 cm

x cm

x cm

⑴x=
-5@ 13

6
 ⑵x=2，x=-6

⑶x=2@ 3  ⑷x=4，x=5

式を変形して，解きやすい方法で解きます。

⑴ 3x(x+2)=x-1

 3x2+6x=x-1

3x2+5x+1=0

解の公式に，a=3，b=5，c=1を代入します。

x
2 3

5 5 4 3 1
6
5 132

#
! # # !

=
- -

=
-

⑷x-2を Mとすると，

 M2-5M+6=0

 (M-2)(M-3)=0

(x-2-2)(x-2-3)=0

 (x-4)(x-5)=0

 x=4，x=5

aの値… 6，もう 1つの解… 1

x=5を代入すると，

52-5a+5=0

 -5a+30=0

 -5a=-30

 a=6

もとの方程式に a=6を代入すると，

 x2-6x+5=0

(x-1)(x-5)=0

 x=1，x=5

したがって，もう 1つの解は x=1

⑴-2，5 ⑵ 6

⑴ある整数を xとすると，x2-10=3x

移項すると，x2-3x-10=0

 (x+2)(x-5)=0

 x=-2，x=5

これらの解は，どちらも問題にあいます。

⑵ある自然数を xとすると，

 x2-6=5x

 x2-5x-6=0

(x+1)(x-6)=0　x=-1，x=6

xは自然数だから，x=-1は問題にあいません。

x=6は問題にあいます。

7

Mを x-2にもどす

8

9
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本文 p.22-23

p.22-23 STEP 3

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑴ ⑵

⑴ア イ ウ

　エ オ カ

⑵ア イ ウ

　エ オ

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑴aの値 もう 1つの解 ⑵aの値 bの値

⑴ ⑵

x=2を代入して，等式が成り立つかを調べます。

1左辺=22+2*2-1=7

2左辺=22-7*2+2=-8

因数分解を使って 2次方程式を解きます。

⑵(x-1)(x-3)=0　x=1，x=3

⑶x(x+7)=0　x=0，x=-7

⑷x2+x-6=-4　x2+x-2=0

(x-1)(x+2)=0　x=1，x=-2

平方根の考え方を使って解きます。

⑴2x2=14　x2=7　x 7!=

⑵(x+4)2=6　x 4 6!+ = 　x 4 6!=-

⑴イには xの係数の半分の 2乗が入ります。

⑵

1 3

2 x=2，x=-3 x=1，x=3

x=0，x=-7 x=1，x=-2

3 x=@ 7 x=-4@ 6

4 -2 4 2

2 2 -2@ 2
9
4

3
2

29
4

29
2

3@ 29
2

5 x= 5@ 21
2 x= 3@3 5

2

x= 2@ 7
3 x= 1

2 ，x=-3

6 x= 1
2 ，x=- 2

5 x= 1@ 19
3

x=6@ 10 x=1，x=2

7 6 -8 -2 -8

8 12と 5 4 cm

1

2

3

4

x x

x x

x x

x

x

3 5 0

3 5

3
2
3

5
2
3

2
3

4
29

2
3

2
29

2

2

2
2 2

2

　!

- - =

- =

- + = +

- =

- =

d

d dn

n

n

2
3 29!

=

⑴

⑵

⑶

⑷

式を整理して，ax2+bx+c=0の形にします。

⑴⑵解の公式を使います。

⑴両辺を 10倍すると，10x2-x-2=0

⑵両辺を 6倍して整理すると，3x2-2x-6=0

⑶3(x-6)2=30　(x-6)2=10

x 6 10!- = 　x 6 10!=

⑷展開して整理すると，x2-3x+2=0

(x-1)(x-2)=0　x=1，x=2

⑴x=2を代入すると，a=6

x2+6x-16=0より，(x-2)(x+8)=0

x=2，x=-8

⑵x2+ax+b=0に，x=-2と x=4をそれぞれ

代入すると，

a b

a b

4 2 0

16 4 0

- + =

+ + =
*

これらを連立方程式として解きます。

⑴大きい数を xとすると，小さい数は x-7とな

ります。x(x-7)=60

x2-7x-60=0　(x+5)(x-12)=0

x=-5，x=12　x は正の整数だから，x=-5

は問題にあいません。x=12は問題にあいます。

⑵長方形の横の辺の長さを x cmとすると，縦の

辺の長さは，(18-x) cmとなります。

x(18-x)=56　x2-18x+56=0

(x-4)(x-14)=0　x=4，x=14

0<x<18 だから，x=4 と x=14 はどちらも問

題にあいます。短い方の辺は，4 cmです。

5 x
2 1

5 5 4 1 1

2
5 21

2

#
! # #

!

=
-- - -

=

] ]g g

x
2 1

3 3 4 1 9

2
3 45

2
3 3 5

2

#
! # #

! !

=
-- - - -

= =

] ] ]g g g

x
2 3

4 4 4 3 1

6
4 28

6
4 2 7

3
2 7

2

#
! # #

! ! !

=
-- - - -

= = =

] ] ]g g g

x

x x

2 2
5 5 4 2 3

4
5 49

4
5 7

2
1

4
5 7

3

2

，

#
! # # !

=
- - -

=
-

=
- +

= =
- -

=-

] g

6

7

8
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本文 p.25-26

4章 関数 y=ax2

1節 関数 y=ax2

p.25-27 STEP 2

2，5，6

y=ax2で表されるものをすべて選びま

す。

⑴y=2Ex2 ⑵ 4倍

⑶もとの円錐の体積の 1
4
倍になる。

半径 r，高さ hの円錐の体積Vは，

EV r h
3
1 2# #=

⑴

⑵関数 y=ax2では，xの値が 2倍になると，yの

値は 22倍になります。

⑶関数 y=ax2では，xの値が
2
1 倍になると，yの

値は
2
1 2

d n 倍になります。

⑴ 4 ⑵y=4x2 ⑶36

⑴求める関数を y=ax2 として，x，y

の値を代入します。

x=2のとき，y=16だから，

16=a*22

16=4a

 a=4

⑵⑴より，y=4x2

⑶y=4x2の式に，x=-3を代入すると，

y=4*(-3)2=36

1

2

E

E

y x

x

3
1

6

2

2

2

# #=

=

3

4

わかりやすい x と y の値の組をいくつ

かとって，なめらかな曲線で結びます。

⑴y=x2

x … -3 -2 -1 0 1 2 3 …

y … 9 4 1 0 1 4 9 …

⑵y x
2
1 2=

x … -3 -2 -1 0 1 2 3 …

y …
2
9

2
2
1

0
2
1

2
2
9 …

⑶y x
4
1 2=

x … -6 -4 -2 0 2 4 6 …

y … 9 4 1 0 1 4 9 …

⑷y x
4
1 2=-

x … -6 -4 -2 0 2 4 6 …

y … -9 -4 -1 0 -1 -4 -9 …

上の表より，⑷のグラフは，⑶のグラフと x軸につ

いて対称なグラフになります。

⑴㋑ ⑵㋓ ⑶㋐ ⑷㋒

y=ax2のグラフは，a>0のときは上に

開き，a<0のときは下に開きます。

また，aの絶対値が大きいほど，グラフの開き方は

小さくなります。

⑴，⑶
2
3
0> ，1>0より，㋐か㋑

2
3
1> より，

⑴が㋑，⑶が㋐

⑵，⑷-2<0，
2
1
0<- より，㋒か㋓

　　　2
2
1

> より，

⑵が㋓，⑷が㋒
であると判断できます。

5
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本文 p.26-27

⑴a=
1
3

 ⑵b=-1 ⑶y=-
1
3

x2

⑴点 (-3，3)を通るから，

3=a*(-3)2　3=9a

　a
3
1

=

⑶⑴より，1のグラフの式は y x
3
1 2= だから，こ

のグラフと x軸について対称なグラフの式は，

y x
3
1 2=-

⑴36XyX144 ⑵0XyX16

⑴

関数 y=4x2で，xの変域が 3XxX6のとき，グラ

フは，上の図の太い線の部分だから，

yは， x=3のとき，y=4*32=36 

x=6のとき，y=4*62=144

をとることがわかります。

したがって，求める yの変域は，36XyX144

⑵

関数 y=4x2で，xの変域が-1XxX2のとき，グ

ラフは，上の図の太い線の部分だから，

yは， x=0のとき，0 

x=2のとき，y=4*22=16

をとることがわかります。

したがって，求める yの変域は，0XyX16

6

7

y

x
O-6 6-3 3

144

120

96

72

48

24
36

y

x
O-2 2-1 1

16

14

12

10

8

2

4

6

⑴ 

⑵0XyX8

⑴x=-2のとき y=2，x=4のとき y=8

など，わかりやすい xと yの値の組をいくつかとっ

て，なめらかな曲線で結びます。

⑵⑴のグラフから yの変域は 0XyX8とわかります。

⑴ 1 ⑵-3

⑴y x
4
1 2= で，x=1のとき，y

4
1

= ，

x=3のとき，y
4
9

= だから，

x … 1 … 3 …

y … 4
1 … 4

9 …

xの値が 1から 3まで増加するとき，

xの増加量は，3-1=2

yの増加量は，
4
9

4
1

4
8

2- = =

よって，変化の割合は，

x
y

2
2

1の増加量
の増加量

= =
]

] g

g

8

O

y

42-2-4

2

4

6

8

x

9

2

4
8

2=
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本文 p.29

2節 関数の活用

p.29 STEP 2

3秒後まで…秒速 6 m

4秒後から 6秒後まで…秒速 20 m

転がり始めてから 3秒後までの平均の速

さは，

m/s
3 0
18 0

3
18

6（  ）
-
-
= =

4秒後から 6秒後までの平均の速さは，

m/s
6 4
72 32

2
40

20（  ）
-
-

= =

⑴A(-3，9)，B(2，4)

⑵y=-x+6

⑴点 Aは関数 y=x2のグラフ上の点だ

から，

x=-3のとき，y=(-3)2=9

したがって，点 Aの座標は (-3，9)

同様に，x=2のとき，y=22=4

したがって，点 Bの座標は (2，4)

⑵ 2点 (-3，9)，(2，4)を通る直線の式を求めます。

求める直線の式を y=ax+bとします。

x=-3，y=9 と x=2，y=4 をそれぞれ代入し，

連立方程式として解くと，

a=-1，b=6

したがって，求める直線の式は，y=-x+6

⑴いえる。
⑵

⑶2.5 kg

⑴重量が決まれば，料金も 1つに決まる

ので，yは xの関数であるといえます。

⑵0.5 kgまでは 350円で，xの値が 0から 0.5まで

の yの値は 350だから，y=350の直線をひきます。

x=0のところは で表し，

1

2

3

O 1

100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000

2 3 4 5
x(kg)

y(　)円

x=0.5のところは で表します。

0.5 kg から 1 kg までは 500円で，x の値が 0.5 か

ら 1までの yの値は 500だから，y=500の直線を

ひきます。x=0.5 のときは 350円だったので，

x=0.5のところは で表し，x=1のところは で

表します。

⑶1<xX2.5のとき，y=700

2.5<xX5のとき，y=950

より，重量が 2.5 kg をこえると，料金は 950円に

なるので，800円以下で送ることができるのは，最

大で 2.5 kgとなります。
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本文 p.30-31

p.30-31 STEP 3

⑴ア イ

　ウ エ

⑵

⑴ ⑵ ⑶

⑴ ⑵ ⑶

⑴

⑵xの変域

　yの変域

⑴A B

⑵

⑶

⑵y=ax2の形になる式を選びます。

⑴y=ax2に x=3，y=-18を代入して，aの値

を求めます。

⑵

⑶ a a a
a

3 1
9

6
2
8

6
2
3

-
-
= = =

⑴yが xの 2乗に比例する式は，y=ax2

aは比例定数。

⑵x=10のときの yの値を求めます。

y=4.9*102=490

⑶y=19.6のときの xの値を求めます。

19.6=4.9x2　x=@2　x>0より，x=2

⑴x秒後の BPの長さは，2x cm，BQの長さは，

x cm

y x x x
2
1

2 2# #= =

⑵点 Pが点 Aに到着するのは，

10/2=5（秒後）

このときの yの値は，y=52=25

1 y= 1
2 Ex2 y=4x

y=2x2 y=1000-5x

ア，ウ
2 y=-2x2 -6 a= 3

2

3 y=4.9x2 490 m 2秒
4 y=x2

0XxX5

0XyX25

5 20秒後
6 (2，4) (-1，1)

y=x+2

4 (cm2)

（秒）

1

2

x
y

4 2
16 4

2
12

6

の増加量
の増加量変化の割合 =

=
-

- --

=
-

=-

]
]

]

]

g

g

g

g

3

4

⑶

これをグラフに表します。

電車1と電車2がすれちがうのは，

関数 y x
4
1 2= のグラフと，直線のグラフが交

わっている点です。つまり，2つのグラフの交点

の座標を読みとればわかります。

グラフから，電車1が A駅を出発するのと，電車

2が A駅から 500 mの地点を通過するのは同時で

あることがわかります。交点の座標は，(20，100)

なので，すれちがうのは 20秒後です。

⑴ 2点A，Bは関数 y=x2のグラフ上の点だから，

y=x2に xの値をそれぞれ代入して求めます。

x=2のとき，y =22 

=4

点 Aの座標は，(2，4)

x=-1のとき，y =(-1)2 

=1

点 Bの座標は，(-1，1)

⑵ 2点 A，Bを通る直線の式を y=ax+bとおく

と，

a b

a b

4 2

1

= +

=- +
*

これらを連立方程式として解いて，a=1，b=2

したがって，2点 A，Bを通る直線の式は，

y=x+2

x 0 1 2 3 4 5

y 0 1 4 9 16 25

5

6
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本文 p.33

5章 相似な図形

1節 相似な図形

p.33-34 STEP 2

⑴辺 EF ⑵65°

⑶2：3

四角形 A B C D

⑴辺 ABに対応しているのは，辺 EF

⑵AFに対応しているのは，AB

AEに対応するのがAA，AGに対応するのがAC

だから，

AF =360°-(80°+80°+135°) 

=65°

⑶対応する辺の長さの比が相似比になります。

四角形 ABCDで，辺 DC=8 cm

四角形 EFGHで，辺 HG=12 cm

相似比は，DC：HG=8：12=2：3

⑴

⑵

半直線 OA，OB，OC上に，OA'=2OA，

OB'=2OB，OC'=2OCとなるように点 A'，B'，C'

をとって，RA'B'C'をかきます。

このRABCとRA'B'C'のように，2つの図形の対

応する点がすべて点 Oを通る直線上にあり，Oか

ら対応する点までの長さの比がすべて等しいとき，

1

四角形 A B C D

　　　　　　　　対応

四角形 E F G H

2

B C

B' C'

A

A'

O

B

C

A

A'

B'

C'

O

2つの図形は相似の位置にあるといい，点 Oを相

似の中心といいます。

x=6.4，y=4.8

RABDIRCBA（ 2組の角がそれぞれ等

しい。）より，辺 AB と CB，BD と BA，AD と CA

がそれぞれ対応します。

対応する辺で，辺の比がわかっている

AB：CB=8：10

をもとにして，比の性質を利用します。

対応する辺の比は，

BD：BA=AB：CB

 x：8=8：10

 10x=64

 x=6.4

AD：CA=AB：CB

 y：6=8：10

 10y=48

 y=4.8

5.5 m

RABCIRLMN よ り，

AB の影の長さと，LM

の影の長さの比は，AB

と LM の長さの比に等

しくなります。

したがって，AB：LM=BC：MN

AB=x mとすると，

x：1=3.3：0.6

 0.6x=3.3

 x=5.5

3

4
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1相似な三角形　RABCIRONM

相似条件 3組の辺の比がすべて等しい。
2相似な三角形　RDEFIRQRP

相似条件 2組の角がそれぞれ等しい。
3相似な三角形　RGHIIRLJK

相似条件  2組の辺の比とその間の角が
それぞれ等しい。

（順不同）

形が似ていると思われる図形については，

向きを変えてみるとわかりやすくなります。

1RABC　AB=5 cm　BC=4 cm　CA=3 cm

RONM　ON=10 cm　NM=8 cm　MO=6 cm

AB：ON=BC：NM=CA：MO

2RDEF　AE=60°　AF=40°

RQRP　AR=60°

 AP=180°-(80°+60°)=40°

AE=AR　AF=AP

3RGHI　GI=4.5 cm　IH=6 cm

 AI=50°

RLJK　LK=3 cm　KJ=4 cm

 AK=50°

GI：LK=IH：KJ　AI=AK

（例）RABCとRDBEにおいて，
仮定から，AACB=ADEB=90°……1

また，ABは共通……2

1，2より，2組の角がそれぞれ等しいから，
RABCIRDBE

ABが共通の角であることがポイントに

なります。

2組の角の大きさがそれぞれ等しいだけで相似条件

を満たすので，Dの位置には関係なく，2つの直角

三角形は相似になります。

5

6

（例）RABCとRAEDにおいて，
AB：AE=6：3=2：1……1

AC：AD=8：4=2：1……2

1，2より，AB：AE=AC：AD……3

また，AAは共通……4

3，4より，
2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいか
ら，

RABCIRAED

どの三角形の相似条件があてはまるかを

考えます。2組の辺の長さがわかっていることと，

AAが共通であることから，相似条件がわかります。

証明をかくとき，RAEDの図をRABCの図と同じ

向きにかくと，対応する頂点がわかりやすくなりま

す。

約 28 m

縮尺
1000
1 の縮図をRA'P'B'とすると，

AP=20 m=2000 cm，BP=24 m=2400 cmだから，

''AP cm2000
1000
1

2#= = ] g

'' .BP cm2400
1000
1

2 4#= = ] g

AA'P'B'=78°

の縮図RA'P'B'をかき，A'B'の長さを測ります。

2cm 2.4cm78�

A' B'

P'

縮図RA'P'B'は上の図のようになり，A'B'の長さを

測ると，約 2.8 cmです。このとき，RA'P'B'IRAPB

で，相似比が 1：1000だから，2地点 A，B間の距

離は，2.8*1000=2800（cm）より，約 28 mとわか

ります。

7

8
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2節 平行線と線分の比

p.36-37 STEP 2

⑴x=4，y=13.5

⑵x=6.4，y=9

⑴AP：PB=AQ：QC

 8：x=(15-5)：5

 10x=8*5

 x=4

 AQ：AC=PQ：BC

(15-5)：15=9：y

 10y=15*9

 y=13.5

⑵AP：AC=PQ：CB

 x：8=8：10

 10x=8*8

 x=6.4

AQ：AB=PQ：CB

 7.2：y=8：10

 8y=7.2*10

 y=9

EDFAB

理由…CE：EA =24：16=3：2……1

 CD：DB=30：20=3：2……2

 1，2より，CE：EA=CD：DB

 したがって，EDFAB

AF：FB=14：(30-14)=7：8……㋐
AE：EC=16：24=2：3 ……㋑

㋐，㋑より，AF：FBと AE：ECは等しくないので，

FEと BCは平行ではありません。

BF：FA=(30-14)：14=8：7……㋒
BD：DC=20：30=2：3 ……㋓
㋒，㋓より，BF：FAと BD：DCは等しくないので，

DFと CAは平行ではありません。

CE：EA=24：16=3：2……㋔
CD：DB=30：20=3：2……㋕
㋔，㋕より，CE：EA=CD：DBだから，

RABCの辺に平行なものは EDで，

EDFAB

1

2

⑴x=3

⑵x=
25
3
，y=

8
5

⑴2：4=1.5：xより，

 2x=6

 x=3

⑵ x

x

x

3 3 2 5

3 25

3
25

： ：+ =

=

=

] g より，

右の図で，直線 l，m，n 

は平行だから，

DE：EF

=AB：BC

=3：2

よって， 

（例）ABFCEより，錯角は等しいから，
ABAE=AAEC ……1

仮定から，ABAE=AEAC……2

1，2より，AAEC=AEAC

したがって，RCAEは二等辺三角形だから，
AC=EC ……3

また，ABFCEより，
AB：EC=BD：CD……4

したがって，3，4より，AB：AC=BD：DC

ABFCEから，錯角は等しいという平行

線の性質と，仮定から，RCAEは 2つの角が等し

いことがわかり，二等辺三角形であることから，

AC=ECがいえます。

AC=EC を使って，AB：AC=BD：DC であるこ

とを証明します。

3

FE FDy

y

y

4

2 2 3

5 8

5
8

：

：

： =

= +

=

=

] g

4
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⑴x=17.5

⑵x=12

4 で証明した，AB：AC=BD：DC

を使って求めます。

⑴20：12=x：10.5

 12x=20*10.5

 x=17.5

⑵24：18=x：(21-x)

 18x=24(21-x)

 3x=4(21-x)

 3x=84-4x

 7x=84

 x=12

EC=6 cm

DG=12 cm

RAECにおいて，

AD=DE，AF=FCより，

中点連結定理から，

DFFEC …1

EC=2DF…2

よって，2から，

EC=2DF =2*3 

=6（cm）

また，RBDGにおいて，

仮定から，BE=ED

1から，DGFEC

よって，BC=CG

したがって，中点連結定理から，

DG=2EC =2*6 

=12（cm）

5

6

6 cm

RABCにおいて，

AE=EB，AF=FCより，

中点連結定理から，

EFFBC　…1

EF BC
2
1

= 　…2

仮定より，CD BC
3
1

= だから，2より，

また，EG=x cmとすると，1より，

EG：CG=EF：CDだから，

 x：4=3：2

 2x=12

 x=6

したがって，EGの長さは 6 cm

（例）仮定から，AB=DC……1

RABDにおいて，点 P，Rはそれぞれ辺 AD，
BDの中点だから，

PR=
1
2
AB　　　……2

RBCDにおいて，点 R，Qはそれぞれ辺 BD，
BCの中点だから，

RQ=
1
2
DC ……3

1，2，3より，PR=RQ

したがって，RPQRは二等辺三角形である。

等しい辺に同

じ印をつけると，右の図

のようになります。

RABDとRBCDにおい

て，それぞれ中点連結定

理を使います。

二等辺三角形であることを証明するためには，2つ

の辺が等しいことか，2つの角が等しいことを示し

ます。

7

EF CD BC BC

BC BC

2
1

3
1

6
3

6
2

3 2

： ：

：

：

=

=

=

8

D
A

B

R

P

Q C
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3節 相似な図形の面積比と体積比

p.39 STEP 2

⑴19：25

29：16

⑵RADE…18 cm2，台形 DBCE…32 cm2

⑴右の図で，

DEFBCだから，

RADEIRABC

です。

1RADEIRABCで，

AD：DB=3：2だから，

その相似比は，

AD：AB =AD：(AD+DB) 

=3：(3+2) 

=3：5

相似な三角形の面積比は，相似比の 2乗に等しい

ので，

RADEとRABCの面積比は，

RADE：RABC =32：52 

=9：25

2台形 DBCEの面積は，

RABC-RADEだから，

RADE：台形 DBCE

=RADE：(RABC-RADE)

1より，RABC=25，RADE=9とすると，

RADE：台形 DBCE

=9：(25-9)

=9：16

⑵RADEの面積を x cm2とすると，

RADE：RABC=9：25より，

 x：50=9：25

 25x=450

 x=18

台形 DBCE=RABC-RADE

 =50-18

 =32（cm2）

1

また，⑴より，RABC：台形 DBCE=25：16

したがって， 

と求めることもできます。

⑴9：25

⑵27：125

右の図のよう

な，相似な 2つの円柱 P，

Qでは，平面の場合と同

様に対応する線分の長さ

の比は等しく，この比が

相似比となります。Pと

Qの相似比は，円柱の高

さの比となり，

9：15=3：5

となります。

⑴相似な立体の表面積の比は，相似比の 2乗に等し

いので，

32：52=9：25

⑵相似な立体の体積比は，相似比の 3乗に等しいの

で，

33：53=27：125

RDBCE ABC

cm

25
16

25
16

50

32 2

台形

#

=

=

= ] g

2

9cm
P

Q 15cm
5

3
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⑴1：3

⑵1：19

Aの円錐と，A+Bの円錐と，A+B+C

の円錐で考えます。

3つの円錐は，それぞれ相似なので，相似比は，円

錐の高さの比から，

A：A+B=1：(1+1)=1：2

A：A+B+C=1：(1+1+1)=1：3

になります。

⑴高さを 3等分した立体は，

右の図のようになります。

側面積の比は，面積比と同

じなので，相似比の 2乗に

等しくなります。

A：A+B=1：2より，

側面積の比は，

A2：(A+B)2

=12：22

=1：4

になります。

このことから，立体 Aと立体 Bの側面積の比は，

A：B

=A：(A+B-A)

=1：(4-1)

=1：3

⑵体積比は，相似比の 3乗に等しいことから，

A3：(A+B)3

=13：23

=1：8

A3：(A+B+C)3

=13：33

=1：27

になります。

このことから，立体 Aと立体 Cの体積比は，

A：C

=A：{A+B+C-(A+B)}

=1：(27-8)

=1：19

になります。

3
注意 相似比を，A：B=1：1，A：C=1：1 としな

いようにします。立体 Aと立体 Bと立体 Cは相似

な立体ではないので，A，A+B，A+B+Cと円錐

の形にして相似比を求めるようにします。

大のカステラを 1個買う方が割安である。

大小 2種類のカステラを大小 2種類の直

方体と考えます。この 2種類の直方体は相似で，相

似比は 1.6：1だから，

相似比　（大）：（小） =1.6：1 

=8：5

体積比　（大）：（小） =83：53 

=512：125

大 1個分と小 4個分の金額（250*4=1000（円））が

同じだから，多くの量を買える方が割安です。

大 1個分と小 4個分の体積比は，

512*1：125*4=512：500

つまり，大 1個分の体積の方が，小 4個分の体積よ

り大きいことがわかります。

したがって，大のカステラを 1個買う方が割安です。

4
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本文 p.40-41

p.40-41 STEP 3

⑴

⑵

（証明）

（例）RABCとRADEにおいて，

RABDIRACEから，

AB：AD=AC：AE……1

ABAD=ACAE

また，ABAC=ABAD+ADAC

 ADAE=ACAE+ADAC

したがって，ABAC=ADAE……2

1，2より，2組の辺の比とその間の角が

それぞれ等しいから，RABCIRADE

⑶

B地点 C地点

⑴ ⑵ ⑶

⑴ ⑵1 2

⑵⑴より，AB：AC=AD：AEだから，

AB：AD=AC：AE

ABACとADAEについては，

ADACが共通で，ABADとACAEが等しいこ

とから，ABAC=ADAEがいえます。

⑶RABDIRACEだから，ABAD=ACAE=30°

RABCIRADEより，

AABC=AADE……1

RABDの内角と外角の性質より，

AABD+ABAD=AADC

したがって，AABD+30°=AADC……2

また，AADE+AEDC=AADC……3

1～3より，AEDC=30°

実際に測った長さを 50000倍して求めます。

B地点 3（cm）*50000=150000（cm）=1.5（km）

C地点2.5（cm）*50000=125000（cm）=1.25（km）

AE：DE=AB：DC

 AE：2=6：4

 AE=3（cm）

1 AE

30°

2 約 1.5 km 約 1.25 km

3 3 cm

4 3
2 cm

5 3 cm 22° 1：3

6 45 cm2

7 81 cm2 9 cm2 84 cm3

1

2

3

線分 PQの延長線と，ABとの交点を Rとします。

RABCで中点連結定理より，

PR BC cm
2
1

2
5

= = ] g

RABDで中点連結定理より，

QR AD cm
2
1

1= = ] g

したがって，PQ PR QR cm
2
5
1

2
3

= - = - = ] g

⑵RABC は C を頂角とする二等辺三角形です。

二等辺三角形の頂角から底辺の中点へひいた直線

は底辺と垂直に交わるから，AAEC=90°

AAEF=AABC=ABAC=68°だから，

ACEF=90°-68°=22°

⑶RAEFIRABDで，その相似比は 1：2だから，

面積比は，12：22=1：4です。

よって，求める面積比は，1：(4-1)=1：3

AD：DB=1：2，RADE=10 cm2より，

RDBE=2RADE=20（cm2）

DE：BC=AD：(AD+DB)=1：3

よって，EF：FB=DE：BC=1：3

RFED=
1
4

RDBE=5（cm2）

RFEDとRFBCの相似比は 1：3だから，面積

比は，12：32=1：9

したがって，RFBC=9RFED=45（cm2）

⑴底面 ABCDの面積を Sとすると，

S S cm
3
1

12 324 81 2# # = = ] g

⑵ 1L と L+M+N の四角錐の相似比は，1：3

だから，

底面積の比は，12：32=1：9です。

立体 Lの底面積を S1
とすると，

S1：81=1：9　S1=9（cm2）

2Lと L+Mの四角錐の相似比は，1：2だから，

Lと L+Mの四角錐の体積比は，13：23=1：8

です。

また，Lと L+M+Nの四角錐の体積比は，

13：33=1：27です。

L L M N cm
27
1

27
324

12 3= + + = =] ]g g

L+M=8L=96（cm3）

M=96-12=84（cm3）

4

5

6

7
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本文 p.43-44

6章 円

1節 円周角と中心角

p.43-45 STEP 2

⑴50°  ⑵90°  ⑶115°

⑷40°  ⑸55°  ⑹94°

⑴A ° °x
2
1
100 50#= =

⑵ A° x45
2
1

= より，Ax=45°*2=90°

⑶円周角AAPBに対する中心角の大きさは，

360°-130°=230°

A ° °x
2
1
230 115#= =

⑷ABAC=ABDC　よって，Ax=40°

⑸BC
%
に対する円周角だから，

Ax=ABAC=180°-(35°+90°)=55°

⑹AB
%
に対する円周角だから，

AADB=AACB=30°

線分 ACと BDの交点を Eと

す る と，Ax は，RAED の

頂点 Eにおける外角だから，

Ax=64°+30°=94°

⑴AABD，AACD ⑵120°

⑴点 Eを通る AD
&

に対する円周角は，右の図の

ようになります。

よって，AABDとAACDです。

⑵ACDEに対する中心角は，

ACOE=ABOC+AEOB=70°+170°=240°

よって，ACDE ° °
2
1
240 120#= =

⑴x=40 ⑵x=4 ⑶x=5

⑴弧の長さが等しいので，x=40

⑵右の図で，ROBCは，

二等辺三角形だから，

AOCB

=(180°-120°)/2

=30°=ADAC

1

D

B
C

OA
E

x

64°

30°

30°

2

D

CB

O

E

A

3

O

A

B C

D
30°

120°
4cm xcm

よって，円周角が等しいから，

DC AB cm4= =
& %

　つまり，x=4

⑶円周角が等しいから，x=5

⑴110°

⑵AB
&
：BC
&

=1：2，AB
&
：DA
&

=3：5

⑴AADB=AACB=30°

Ax =180°-(40°+30°) 

=110°

⑵弧の長さの割合は，円周角の大きさの割合に等し

くなります。

半円の弧に対する円周角は直角だから，

AADC=90°です。

ABDC =AADC-AADB 

=90°-30° 

=60°

AACD =180°-90°-40°  

=50°

イ，ウ

ア ABAC=54° と ABDC=53° は等し

くないので，4点は 1つの円周上にありません。

イ RABCとRDCBにおいて，

 AB=DC

 BCは共通

 AABC=ADCB

よって，2組の辺とその間の角がそれぞれ等しいか

ら，

RABCORDCB

したがって，ABAC=ACDB

2点 A，Dが直線 BCについて同じ側にあって，

ABAC=ABDC だから，4点 A，B，C，D は 1 つ

の円周上にあります。

4

A A

A A

AB BC

ACB BDC

° °

AB DA

ACB ACD

° °

30 60

30 50

3 5

1 2

：

：

：

：

：

：

：

：

=

=

=

=

=

=

%

%

%

&

5
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本文 p.44-45

⑴（例）RADPとRCBPにおいて，
APは共通 ……1

BD
&

に対する円周角は等しいから，
APAD=APCB……2

1，2より，2組の角がそれぞれ等しいから，
RADPIRCBP

⑵10 cm

⑵RADPIRCBPより，

AP：CP=DP：BP

DP=x cmとすると，

(13+12)：(20+x)=x：12

 x(20+x)=25*12

 x2+20x-300=0

 (x-10)(x+30)=0

x=10，x=-30

x>0だから，x=10

（例）RABCとRBECにおいて，
CD
&
に対する円周角は等しいから，

ADAC=ACBE

仮定から，ADAC=ACABだから，
ACAB=ACBE……1

共通な角だから，
AACB=ABCE……2

1，2より，2組の角がそれぞれ等しいから，
RABCIRBEC

ACがABADの二等分線であることから，

円周角の定理を使って，等しい角を見つけます。

（例）RABCとRAEDにおいて，
AB
&

に対する円周角は等しいから，
AACB=AADE……1

仮定から，AAED=90°……2

ACは直径だから，直径に対する円周角より，
 AABC=90°……3

2，3より，AABC=AAED……4

1，4より，2組の角がそれぞれ等しいから，
RABCIRAED

直径に対する円周角は 90°であることを

使います。

8

9

10

ウ ACAD=63°-24°=39°

よって，ACAD=ACBD

2点 A，Bが直線 CDについて同じ側にあって，

ACAD=ACBDだから，4点 A，B，C，Dは 1つ

の円周上にあります。

（例）仮定から，ABPC=18°……1

 ABQC=18°……2

1，2から，ABPC=ABQC

したがって，2点 P，Qが直線 BCについて同
じ側にあって，ABPC=ABQCだから，
4点 B，P，Q，Cは 1つの円周上にある。
AQの長さ…100 m

4点 B，P，Q，C が 1 つの円周上にあ

ることの証明は，ABPC=ABQCであることに着

目します。

AQの長さの求め方

RAPCとRABQにおいて，円周角の定理より，

AACP=AAQB，AAは共通

よって，2組の角がそれぞれ等しいから，

RAPCIRABQ

AQ=x mとすると，

80：x=48：60

 48x=4800

 x=100

作図の手順　1線分 AOの垂直二等分線

をひき，線分 AOとの交点を O'とする。

2O'を中心として，線分AO'を半径とする円をかき，

円 Oとの交点をそれぞれ P，P'とする。

3直線 AP，AP'をひく。

6

7

O

P

O'

P'

A
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本文 p.46-47

p.46-47 STEP 3

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸ ⑹

Ax Ay Az

⑴ ⑵ ⑶

⑴AP BP

　CR DR

⑵

⑴

⑵

（証明）

⑵BDは直径だから，ABCD=90°，

AACD=AABD=46°

よって，Ax=90°-46°=44°

⑶円周角の定理より，

AACD=AABD=42°

ACと BDの交点を Eとす

ると，RCDEにおいて，

三角形の内角と外角の性質より，

Ax=80°-42°=38°

⑷円 Oの半径だから，

OA=OB=OP

よって，ROAPと

ROBPは二等辺三角形。

したがって，

AOPA=AOAP=28°，AOPB=AOBP=20°

Ax=2AAPB=2*(28°+20°)=96°

⑹BCは直径だから，ABAC=90°

円周角の定理より，

ACAD=ACBD=30°

Ax=90°+30°=120°
　

1 57° 44° 38°

96° 70° 120°

2 36° 72° 108°

3 ○ * ○
4

A B

l

P

P

5 AS BQ

CQ DS

36°

6 RPACIRPDB
20
3 cm

7 （例）RACDとRAEFにおいて，
円周角の定理より，

AACD=AAEF，AADC=AAFE

よって，2組の角がそれぞれ等しいから，

RACDIRAEF

1

C

D

B

A
E

x

42°

42°80°

P

B

O

A
x

28°
28°

20°
20°

30° C

D

B
O

A 30°

CD
&

に対する中心角は，360°/5=72°

だから，A ° °x
2
1
72 36#= =

AD
&

に対する中心角は，

72°*2=144°

だから，A ° °y
2
1
144 72#= =

BC CD=
% &

だから，ABDC=ACBD=Ax

Az=Ax+Ay=36°+72°=108°

⑴ 2点 B，Cが直線 ADについて同じ側にあって，

AABD=55°，AACD=110°-55°=55°だから，

4点は 1つの円周上にあります。

線分 ABを直径とする円周上の点を Pとすると，

AAPB=90° になります。したがって，線分 AB

を直径とする円と直線 lとの交点を P（どちらか

1点）とします。

⑴円の外部にある 1点から，その

円にひいた 2本の接線の長さは等

し い か ら，AP=AS，BP=BQ，

CR=CQ，DR=DS

⑵四角形 APOSにおいて，

AAPO=AASO=90°だから，

APOS=360°-(90°+90°+108°)=72°

APRSは PS
%
に対する円周角で，APOSは PS

%
に対する中心角になります。

したがって，APRS=
1
2

APOS=
1
2

*72°=36°

⑴円周角の定理より，APAC=APDB……1

AACP=ADBP……2

したがって，1，2より，2組の角がそれぞれ等

しいから，RPACIRPDB

また，対頂角の性質より，ACPA=ABPD

を使って証明することもできます。

⑵RPACIRPDBより，

AACD とAAEF は円 O の

AB
&

に 対 す る 円周角 で，

AADCとAAFEは円 O'の

AB
&
に対する円周角である。

2
A

x

x
D

B

C

E
z

y

3

4

5

O

A S D

R

CQB

P

6

A

P

D

C B

5cm

6cm
8cm

PA PD PC PB

PD

PD

5 6 8

6 40

：

： ：

： =

=

= PD
3
20

= cm] g

7

O
O'

A

E D

F
C

B
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本文 p.49-50

7章 三平方の定理

1節 三平方の定理

2節 三平方の定理の活用

p.49-51 STEP 2

（例）RABCIRCBDより，相似比は
AB：CB=c：a

RCBDIRACDより，相似比は
CB：AC=a：b

また，相似な図形の面積比は，相似比の 2乗に
等しいから，
RABC：RCBD=c2：a2

RCBD：RACD=a2：b2

RABC=RCBD+RACDより，c2=a2+b2

したがって，三平方の定理 a2+b2=c2が成り
立つ。

相似な図形の面積比は，相似比の 2乗に

等しいことを使います。

⑴x=15 ⑵x=8

⑶x=4 2  ⑷x=6 5

三平方の定理 a2+b2=c2を使って求め

ます。斜辺が cであることに気をつけます。

⑴122+92=x2

x2=225

x>0だから，x 225 15= =

⑵152+x2=172

x2=64

x>0だから，x 64 8= =

⑶x2+72=92

x2=32

x>0だから，x 32 4 2= =

⑷右の図で，

y2+92=152

y2=144

y>0だから，

y 144 12= =

x2+122=182

x2=180

x>0だから，x= 180 =6 5

1

2

9cmxcm

15cm18cm
ycm

㋑，㋓

三平方の定理の逆を使います。

3辺の長さが a，b，cであるとき，

a2+b2=c2が成り立つかどうかを調べます。この

とき，最も長い辺を cとします。

㋐62+52=61　72=49

㋑72+242=625　252=625

㋒ 3 2 5< < だから，

3 2 7 5 5
2 2 2
+ = =] ]g g

㋓ 7 3 4< < だから，

7 3 16 4 16
2 2 2+ = =] g

直角三角形は㋑と㋓です。

⑴x=4 2  ⑵x=3，y=3 3

⑴直角二等辺三角形だから，

x x4 1 2 4 2： ： 　= =

⑵60°の角をもつ直角三角形だから，

x：6=1：2

 2x=6

 x=3

⑴x=4 2 ，y=8 2

⑵x=2 2 ，y= 6

⑴

⑵

⑴ 8 cm

⑵115 cm 2 7 cm

⑴円の中心から，弦にひいた垂線は，弦

を 2等分することを利用します。

AH=x cmとすると，

x2+32=52

 x2=52-32=16

x>0だから，x 16 4= =

AB=2AH=2*4=8（cm）

3

4

y

y

y

6 3 2

2 6 3

3 3

： ：=

=

=

5

x

x

x

8 1 2

2 8

2

8
4 2

： ：=

=

= =

y

y

4 2 1 2

8 2

：： =

=

x

x

2 1 2

2 2

： ：=

=

y

y

y

2 2 3 2

2 2 6

6

： ：=

=

=

6

抜校

24/11/19　　　　� 中ズバリ数学　日本文教版　３年



26

本文 p.50-51

⑵円の接線は，接点を通る半径に垂直だから，

ROAP は，AOPA=90° の直角三角形です。三平

方の定理を使います。

1AP2+82=172

 AP2=172-82=225

AP>0だから，AP 225 15= = （cm）

2

AP>0だから，AP 49 7= =（cm）

⑴10 ⑵2 5

斜辺が ABで，他の 2辺が x軸，y軸に

平行になる直角三角形 ABCをつくって考えます。

⑴AC=2-(-4)=6

BC=6-(-2)=8

AB2=62+82=100

AB>0だから，

AB 100 10= =

⑵BC=1-(-1)=2

AC=2-(-2)=4

AB2=22+42=20

AB>0だから，

AB 20 2 5= =

⑴2 6 cm ⑵6 3 cm

⑴右の図で，

EG2 =22+42 

=20

EG>0だから，

EG 20 2 5= =

AG 2 2 5 242 2 2
= + =] g

AG>0だから，AG cm24 2 6（ ）= =

⑵底面の正方形の対角線の長さを

x cmとすると，

立方体の対角線の長さを y cmとすると，

y y6 6 2 1082 2 2 2　+ = =] g

y>0だから，y 108 6 3= =

AP

AP

15 8

8 15 49

2 2 2

2 2 2

+ =

= - =

]

]

g

g

7

8

y cm

x cm
6 cmx

x

6 1 2

6 2

： ：=

=

⑴ 31 cm ⑵12 31 cm3

⑶(36+24 10 ) cm2

⑴ACと BDとの交点を Hとすると，

OHがこの正四角錐の高さに

なります。

RABCは，AB=CBの 

直角二等辺三角形だから，

AH AC cm
2
1

3 2（ ）= =

OH OA AH 7 3 2 312 2 2 2 2
= - = - =] g

OH>0だから，OH cm31=

⑵ cm
3
1
6 6 31 12 31 3（ ）# # # =

⑶側面は，すべて合同な二等辺三角

形です。

右の図で，ABの中点をMとすると，

AM=BM

OM2=72-32=40

OM>0だから，OM cm40 2 10（ ）= =

ROAB cm
2
1
6 2 10 6 10 2（ ）# #= =

表面積は， cm6 6 10 4 36 24 102 2（ ）#+ = +

⑴ 8 cm ⑵96E cm3

⑴高さを h cmとすると，

62+h2=102

 h2=102-62=64

h>0だから，h 64 8= =

⑴ 61 cm ⑵ 65 cm

⑴右は展開図の一部で，

求める長さは，線分 AGです。

AG2 =52+(4+2)2 

=61

AG>0だから，AG cm61=

⑵⑴と同様に求めます。

AG2 =(5+2)2+42 

=65

AG>0だから，AG cm65=

9

O

D

H
A B

C

7cm

2cm3

2cm3

6cm
6cm

AB AC

AC

1 2

6 2

： ：=

=

10

11

A

E F

GH

B

4 cm

5 cm

2 cm

A

E F G

B
4 cm

2 cmC5 cm
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本文 p.52-53

p.52-53 STEP 3

⑴ ⑵ ⑶

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

AB BC AD CD

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑴ ⑵

⑴ ⑵ ⑶

⑴ ⑵

⑶RACDで，AD2+42=62

 AD2=20

AD>0だから，

AD cm20 2 5= = ] g

RABDで， AD x

x

6

6 2 5 56

2 2 2

2 2 2

+ =

= + =] g

x>0だから，x 56 2 14= =

最も長い辺を cとして，a2+b2=c2が成り立つ

かどうかを調べます。

⑴42+52=41　72=49

⑵0.92+1.22=2.25　1.52=2.25

⑶2 3 12 3 9，= = だから， >2 3 3

22+32=13　 2 3 12
2
=] g

⑷2 2 8= だから，

2 6 8 8 8
2 2 2
+ = =] ] ]g g g

RABC は，60° の角をもつ

直角三角形だから，

RACDは，直角二等辺三角形だから，

　

1 x=2 5 x=4 2 x=2 14

2 * ○ * ○
3 8 3 cm 4 3 cm 6 2 cm 6 2 cm

4 5 2 cm 16 3 cm2

6 2 12 2 cm

5 直角三角形 30

6 32 2 cm2 4 7 cm 256 7
3 cm3

7 22 cm 2 13 cm

1

46

x 6

A

CDB

2

3
A

B

D

C

12
cm

45°

45°

30°

60°
AB BC AC

AB

AB AB cm

BC BC

BC cm

2 1 3

12 2 3

3 24
3

24
8 3

8 3 1 2 2 8 3

2
8 3

4 3

： ： ： ：

： ：

（ ）

： ：

（ ）

=

=

= = =

= =

= =

AC AD CD

AD AD

AD cm CD AD cm

2 1 1

12 1 2 2 12

2

12
6 2 6 2

： ： ： ：

： ：

（ ）

=

= =

= = = =

⑶点 A，B，C の座標

はそれぞれ，(4，8)，

(-2，2)，(4，2)

BC=4-(-2)=6

AC=8-2=6

AB2=62+62=72

AB>0だから，AB 72 6 2= =

⑷AH=x cmとすると，

ROAHは直角三角形

だから，x2+32=92

 x2=72

x>0だから，

右の図のようになります。

⑴AB2

={5-(-6)}2+(4-2)2

=125

BC2

={2-(-6)}2+{2-(-2)}2=80

AC2=(5-2)2+{4-(-2)}2=45

AB2=BC2+AC2より，直角三角形です。

⑵
2
1
3 5 4 5 30# # =

⑴ROABの高さは， cm12 4 8 22 2 （ ）- =

⑵

OH>0だから，OH cm112 4 7（ ）= =

⑶ cm
3
1
8 8 4 7

3
256 7 3（ ）# # # =

⑴点Mを通り，

面 ABCD に平行な平

面を PQMRとします。

EMは，直方体

EFGHPQMRの対角線

とすれば求められます。

⑵右は展開図の一部で，

求める長さは，線分 AG

の長さです。

AG2=(3+3)2+42=52

AG>0だから，AG cm52 2 13（ ）= =

4 y

x-2 4O

A

B C

(4,8)

(4,2)(-2,2)

H B

O

A xcm
3cm

9cm

AB AH cm

x 72 6 2

2 2 6 2 12 2（ ）#

= =

= = =

5

O

6

AC cm

OH

8 2

12 4 2 1122 2 2

=

= - =] g

7 H

D

R
P

Q

A B

F

G

C

M

E

3cm

3cm

4cm

2cm

A

E F G

B

4 cm

C3 cm3 cm
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本文 p.55-56

8章 標本調査

1節 標本調査

p.55 STEP 2

イ，ウ

調査にかかる時間や労力，費用を少なく

したい場合や，調査対象の数が多すぎて全数調査が

困難である場合などに標本調査を行います。

⑴母集団…中学生全員 6723人
標本…無作為に抽出された 100人の生徒

⑵100 ⑶約 15分

⑴標本調査を行うとき，調査する対象と

なるもとの集団を母集団，調査するために母集団か

ら取り出された一部を標本といいます。

⑵標本にふくまれる値の個数を標本の大きさといい

ます。

⑶標本の平均値は母集団の平均値とほぼ等しいと考

えられます。

約 44 kg

17以上の数や，重複する数は省きます。

10，36，20，10，48，09，72，35，94，12，

94，78，29，14，80，…

無作為に抽出された，10，9，12，14の番号の握力

を標本として取り出し，平均値を求めます。

母集団の平均値は，およそ

kg
4

52 49 36 39
4
176

44（ ）+ + +
= =

約 210個

5000個の製品のうち不良品の個数を x

個とすると，

5000：x=120：5

 120x=25000

 x=208.…

このことから，約 210個の不良品が出ると推定でき

ます。

1

2

3

4

p.56 STEP 3

⑴ ⑵

⑴学力検査は全員について調査します。

⑵すべて調査すると商品がなくなるので，標本調

査をします。

標本の取り出し方は，かたよりなく決める必要が

あります。アやウはかたよりが出るおそれがあり

ます。

5回の調査の平均を求めると，

(8+7+6+8+6)/5=7（個）

袋の中の白石の数を x個とすると，

20：7=1000：x

 x=350

最初に箱の中に入っていた白い玉の個数を x個

とすると，

150：8=x：200

 x=3750

最初に袋の中に入っていた白米の粒数を x粒と

すると，

(x+200)：200=320：40

 40(x+200)=64000

 x+200=1600

 x=1400

1 全数調査 標本調査
2 イ，エ
3 約 350個
4 約 3750個
5 約 1400粒

1

2

3

4

5
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